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教 育機 関 と して の バ ウハ ウス ・
宮 島 久 雄
私 は、本年2月(1)4=、丿・ウ.、ウスは、戦 る教育機 関では な く、第 ・次 大戦
(2)
後 とい う 「特 別の雰 囲気 」の下 で、 しか も、思想的 には ジ ョン ・ラスキ ンや
ウ ィリアム.モ リ(3)のそれ をひ きついで生 まれ た、少 しばか りユー トピァ的
な、生産 労働 共同体 であ った 、あるいはで あろ うと した こ とを明 らか に した。
バ ウハ ウスは、建築工 匠 を中心 とす る工匠職 人組 合(共 同体)と い う点 では、
ラスキ ンやモ リスの それ をひ きつ ぐものであ ったが 、社会主義的 な、一種 の
理 想的 な生産共 同体 とい う点では 、ま さしくあの ワイマ ル共和国 の下 で生 ま
れ た ものであ った。バ ウハ ウスとい ういい方が、学校 らしくないのは、以上
の理由 か らで あって 、正確 にい えば、バ ウハ ウスは まず生産労働 共同体 であ
り、教育 は当然 その 中 に含 まれていた、含 まれ る と考 えられた といわな4fれ
ば ならないの であ る。
(D関西意匠学会第26回研究例会研究発表
「生産工房としてのバウハウス」
f2)セント・ジョー ジズ ギ゜ルド
(3}モリス商会
しか し、この よ うにバ ウハ ウスは生産労働 共同体 で あった とはい って も、
開校 をめ ぐる経緯 上 、まず活動 を開始 したの は教 育機 関 であ った し、の ちの
政 治 、経済 上の理由 か ら、最後 まで教育機関の方 に重点 があ った こと も、や
は り事 実で あって 、それだ けに教育 面 における意 義の大 きいことは否定 で き
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ない・要 は・教 育面 における意義 を・た 傲 育酔 ら 〉゜み捉 えるこ・とはで ミ.
ない とい うことであ る。 バ ウハ ウス にっ いて解 説 した記事 などに、 よ く、バ
ゥハ ウス とは、 ワイマル大 公立 の美術 学校 と工芸学校 とを合併 す るこ とによ
って生 まれ た新 しい造形大学 だ とい うふ うに書い てあ る。 これは これ で正 し
いので あるが、 これ だけです べてが いいっ くされ てい ると考 えては いけ ない
とい うことであ る。バ ウハ ウスが生産労働共 同体 であ った とい う指摘 の あと
では、 それ故 、 その 中で行 われた教育機関 と してのバ ウハ ウスの意義 を明 ら
かにす るこ とが必要 にな る。 そ して本稿 は、 その略図 であ る。
1
バ ウハ ウスの教育 システムの変遷 を簡単 に図表 に した ものが、図 表1で あ
る。 そこでは7つ の 年代にわ けられて い るが 、内容 的 には4っ の時期 に分類
され るので あ って、それは二重線 によって図表の 中に も明示 してあ る。 そ し
て、 この教育 シス テムの4っ の時期 は、バ ウハウス を全体 と して眺 め た とき『
に わけ られ る次 の4っ の時 代 と完全 に一致 す るもので ある。
1.ワ イマル時代(1919～1925)
2.デ ッサ ウ時代 グロピウスの時期(1925～1928)
3.デ ッサ ウ時代 マ イヤーの時期(1928～1930)
4.ミ ース ・ファ ン ・デ ル ・ローエ の時代(1930～1933)
さて、 第1の ワイマ ル時代の教育 システ ムは、1919年、21年、23年と、年 を
経 て充実 して い った ことが、図表 によ って もよ くわかる。1919年の 開校 で 、
4年 制 であ るか ら、23年になっては じめ て、 学校 は全学 年 に学生 を擁 して 、
(4)
完全 に活動 した わけで、 それ は当然 といえよ う。 この1923年の システ ムは、
同年学校 で催 されたバ ウハ ウス展 の記録 と して出版 された 「バ ウハ ウス1919
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(5)～1923」に発 表 され 、もっ とも有名 に なった もので あ るが 、教育 活動 を工房 中
心にす ること、工房での本課程(職人課程)に入る前に、全学生共通の事旛謀魯
を修 了 しな くては な らない こと、各工房 課程 の あとに、 それ らを統 括す るも
の と して、建 築課程 がお かれた こと など、の ちの各時期 の基 本的 な傾向 を含
めて いる とい う点で、や は りそれ だ けの意義 を持 ってい ると云 わざるをえな
い。 こ うい う点 で、 この1923年 の システムは、 この時期 を代表す るだけ
で な く、バ ウハ ウスの全時 代 を代表 す るといって もいいす ぎでは ないので あ
る。た ・"注意 しな くては な らな いの は、 これだ けでバ ウハ ウスの教 育のすべ
てがっ くされ て いると考 えては な らない ことで ある。従 来 と もすれば陥 りや
一 〔6)す か
った この誤 りを、新 しい資料 によ って、避 けよ うとす るのが、本稿 の 目
的 で もあ る。
㈲ 新設とはいっても、旧美術学校の学生が若干残っていたようであるが、彼らの指導はクレム
など旧美術学校の教官に任せられたらしい。工芸学校は、戦争中完全に閉鎖されていたから、
バウハウスへひきっがれた学生はいない。 一
㈲ 「バウハウスの理念と組織」
(6}バウハウスの資料は、従来 「バウハウス1919-1923」と 「バウハゥス1919～1928」とによっ
ていたが、最近第3の記録 「バウハウス1919～1933」が西 ドイッから出版され、バウハウス
研究に新しい時期を劃した。以下、それぞれBD1,BD2.BD3ζ略記する。
この1923年の シス テムが完 成す るまで には、 いろいろ・の曲折 が あった。 な
かで も、予備課程制 度 にっ いて は、 ウィー ンか ら招聘 され た ヨハネ ス ・イ ッ
テ ンが完成 させ た もので あ った。 グロピウスが最初 に考 えていたの は、手工
芸 を中心 にす る徒弟課程 であ った。齟それは、建 築家 、画 家 、彫刻 家は、 もと
も とは、手工芸 家であ り、手工芸 の基礎 こそ、すべ ての芸術 家 に とって欠 く
ことので きない ものだ と考 えたか らであ る。従 って、 グロ ピウスに よれば、
徒 弟 は初 め か ら、手工芸 の工房 で学ぶ こ とに なって いた。 しか し、戦後 のこ
とで あ る上、国籍、年齢 、翻 な どの点2、 ま 。た く水準 の異 。た学生 た ち
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が入学 して きたので、かねて眠 ってい る学生 の才能 をよび起 して、独創性 を
発揮 させ ることがで きると考 えて いた イ ッテ ンは、 その ための教 室 を臨 時 に
開 いて は ど うか と、 グロ ピウスに提 案 した。 グロ ピウスは、 それ を認 めた だ
(8)
けで はな く、その指導 に関す る一切 をイ ッテ ンに任せ た。1919年の秋 で あ る。
これ が予 備課程 と して恒 常的 な もの にな ったので あ る。それ故、 ワ イマ ル時
代 の予備 課程 が表現主義的 であ ったの は、戦後の芸術 界一 般の傾向 を反映 し
て い るだ けでは な く、以上 の ような学 内の事情 に もよるので あ る。 っ ま り、
文 明の害毒 ゆ えに眠 らされて いた人 間本来 の才能 を呼 び出 す とい うイ ッテ ン
の 目縲 に とって 、 さま ざまの前歴 を持 。た戦後 の学生は、 ま さに う。て つ け
で あ っ た わ け だ 。
(7}学生総数221名(ドイッ人200、オース トリア人14、バルチ ック諸国の ドイツ人3,チ ェ コ ・
スロバ キャの ドイッ人2、 ハ ンガ リー 人2名)年 齢は17才から40才まで、大半 は20才代。 全
体 の3分 の2が 男子。(BD2-18,国 際建 築1958年3月号)オ ー ス トリァ人14名は、 イッ
テ ンがウ ィー ンか らつれて きた もの。
(8〕イッテ ン 「バ ウハ ウスにお ける私 の 予備課程 」1963年
こ う し て 、 イ ッ テ ン に よ っ て 確 立 さ れ た 予 備 課 程 が 、 グ ロ ピ ウ ス の 考 え て
い た 手 工 芸 を 基 礎 と す る基 礎 教 育 と は 、 か な り違 っ た も の で あ っ た こ と は 事
実 で あ っ た が 、グ ロ ピ ウ ス も そ の 独 自 性 を認 め ざ る を得 な か っ た よ うで あ る 。
だ か ら こ そ 、1923年展 の カ タ ロ グ に は 、わ ざ わ ざ イ ッ テ ン の 独 創 だ と 断 っ て 、
(9)
予 備 課 程 の 理 念 及 び 作 品 を 紹 介 した わ け で あ る 。 で は 、そ の 独 自 性 と は 何 か 。
一 言 で い え ば 、 そ れ は 自 己 発 見 法 で あ る 。 イ ッ テ ン の 方 法 は 、 さ ま ざ ま の 材
(10)
料 を 自 ら経 験 す る こ と に よ っ て 、自 分 の 個 性 を 発 見 さ せ る と い う の で あ っ た 。
こ の 個 性 の 意 味 に つ い て は 、 問 題 が あ っ た が 、自 分 で 発 見 す る と い う点 で は 、
グ ロ ピ ウ ス も ま っ た く 同 感 せ ざ る を得 な か っ た の で あ る 。
〔9〕「バ ウハ ウスの理 念 と組織 」
(IO)イッテ ン、前掲 書
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グロ ピウスにとって最初 か らはっ きりして いた ことは、教 えることので き
「
る もの と、で きない もの とをわけ るとい うこ とであ る。芸術 創造 は まった く値
性 的で あるか ら、芸術 その もの を教 えることはで きない。 が、 その基礎 とな
る手仕 事、手 の能 力は教 え るこ とがで きる。 バ ウハ ウスで も、 それ故 、手仕
事 だ けが教 え られ るので あ るが、 それ だけが最終 目標 なのでは ない。手仕事
は、 あ くまで芸術 の基礎 と して教 え られ るのであ って、芸術 は教 え られは し
ないが、 自 ら発 見 し、達 しなければ な らない もの と して要 請 され てい るので
あ る。 この よ うに、 グロ ピウス にお いて も、個性 的 な芸術 を発見す るとい う
ので あれ ば、イ ッテ ンとどこが違 うのか。それは個 性 的で あるべ き芸術 の意
味 で ある。 イ ッテ ンの芸術 は、絵 画や彫刻 、 それ に工芸 を含めた ものであ る
のに対『し、 グロピウス は、絵画 、彫 刻 、工芸 、建 築 とい った区別 のない一 っ
の芸術(単 一芸術)、それ らすべ て を統 合す るよ うな芸術(統 合芸術)、っま り
(11)は大建 築 を考 えた
ので ある。簡 単 にい えば、前者 は個 人的 な個 性 、後 者は共
同体的 な個 性 とい えよ う。 この くい違 いが、やが てイ ッテ ン事件 に発展 して
い った こ とは、先の発 表でふれた とお りであ る。 それは ともか く、この自己
発 見法 は、イ ッテ ンが去 ったあ との予備課程 で もひ きつ がれただ けで はな く、
本課程 での原則 で もあったので ある。工房 にお いては、学生 に課題 が与 えら
れ るとい うよ うなことはな く、学生 は課題 その もの も、 自分で考 え出 さな く
(12)
ては な らない。 自己発見法 は、 この意味 では、 自己訓練 で もあるわけだ。
(11)拙文 「グロピウスとデザイン理論」美学59号所載
(12)パチトノフ 「バウハウスの遺産」1963年
イッテ ンの予備 課程 によ って、手工芸 を基礎 とす るグロピウスの基礎教育
が消 えて しまった わけで はない。 それ は、本 課程(職 人課程 、工房教育)に
ヴェルクレー レ(13)
おけ る工作教育 と して確 立す ることにな った。バ ウハウ'スの工房教育の特徴
の丁 っは、 この工 作教育 と造形 教育 とが、平行 して同時 に行 われ ることであ
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る。 と くにワイマル時代 には 、その両方 を指導 で きる教官 がい なかったため、
・人 の教 官 によ ・鱒 制 度が と られて い(14).・人の教官 というのは、過渡 的
な処置 だ と考 え られ るが、工 作教育 と造形 教育 の2本 立 ては、バ ウハ ウスの
教育 目的 に関係 す る重要 な点 であ る。 グロ ピウスに よれば、大建築 をっ くる
ため には、 かっ てのす ぐれた親 方 の よ うに、技術 と造形 力の両方 を兼 ね そな
えた新 しいタイ プの芸術 家が必要 だ とい う。 そ して 、技術 の教育 になぜ 手仕
事(工 衢 を採用 す るの かとい うと、_つ 、,は、 それ 嫐 える。とがで きる
も の で あ る ・ と 、 二 つ に は 、手 仕 事 が も の を つ く る行 為 の 典 型 だ か ら で あ(16>。
こ う し て 、 手 仕 事 は 工 房 教 育 の 中 心 と な っ て い る 。
(13)1919、21年の手工芸 による教育 と して実際に考 えられ たのは、鍛冶 、鋳物 、彫 金、七宝、版
画 、陶芸 など の工芸 であったのに対 して、1923年の工作教育 では、木材 、金属 、織物 など、
材 料別 にな ってい るが、本質はや は り工芸であ った。
(14)これが確 立 した時期は、工房 によって異 なるが、1923年には一応次の とお りで ある。
造形担 当(フォルムマイスター)工 作担 当(ヴェルクマイスター)
家具:グ ロ ピウス ヴァイデ ンゼー
木彫 ・石彫:シ ュ レンマー ハ ル トヴィ ッヒ
金属:モ ホ リーナギ デル
陶器:マ ル クス クレハ ン
壁画:カ ンデ ィンス キー ベ バーニス
焼 絵:ク レー アルベ ルス
織物:ム ッヘ ベ ルナ ー
印捌:フ ァイニ ンガー ツァウビ ッツァー
(15)訳語 にっ いて。 手工芸(Kunstgewerbe)、手仕 事(Handwerk)、工作 ない しは手工(Werk)
で あ るが、本 質的な相違 はないと考 える。
(16)前掲拙 文参照
工 作 教 育 に 対 し て 、 造 形 教 育 は ど う で あ っ た か 。 こ れ も ま た 、1919年の グ
ロ ピ ウ ス の 宣 言 に の べ ら れ て い る の と は 違 っ た 形 で 、 イ ッ テ ン の 予 備 課 程 の
影 響 を 受 け て 、 確 立 し た も の で あ る 。 グ ロ ピ ウ ス は は じ め 、 記 憶 や 想 像 に よ
一64一
る自由画 、自然物の写生 な ど、線 画 、着色画 を考 えていたが 、徐 々に イッテ
ンの方法 に、っ ま り将来 の芸術 活動 に役 だつ よ うな造形 の基本法則 を教 える
とい う方へ 変 って いった。 なぜ な ら、 この変化 は、教 えるこ とので きるもの
と、で きないものと をわ けるとい うグロ ピウスの考 えと合致 したか らであ る。
っ ま り、造形 教育 において教 え られ るのは、 あ くまで教 えることので きる基
本法則 、造形 言語 なのであ る。作曲 家が 自分の音楽 的着想 を客観 的 に聞こえ
る もの にす るため には、音の組立 にっ いての基 本法則 であ る対立法 を知 らな
ければ な らない。造形 芸術 の場 合、 それ は形 と色 の組立法則 、っ ま り造形 言
語 の基本法則 であ る。 これ は明 らかに、当時 の抽象芸術 界の一般傾 向 を反映
した ばか りで なく、 カ ンデ ィンスキー とク レーのい るバ ウハ ウスは、 その中
(17)
心 で もあった わけで ある。
(17)カンディンスキー 「面に対する点と線」、クレー 「教育のスケッチブック」は、その成果であ
るし、モホリーナギ 「材料から建築へ」も、それに属 している。
前述 した よ うに、大建築 をめ ざす バ ウハ ウス にと って 、最 も重 要 な最終段
階は 、建築教 育で あ る。建 築課程 を終 えた者だ けが、真 に親方 とよばれ るの
で あ るか ら、建 築課程 は親 方見習課程 で あ り、職人 課程 を終 えた者のみ が、
(18)
工房 に入 る資格 を与 えられ る。Architekturといわず、Bauと い うこ とばを
使 って も、 このよ うな考 え方が、結 局 は、他 の芸術 ジャ ンルに対 す る建築優
位 の思 想だ と受 け と られて仕 方 ない ともいえるが、 建 築 工 房で と りあげ ら
(19)
れ たのが 、主 に住宅建 築の工業化 の問題で あつた こと を考 えると、一概 にい
い きって しま えない よ うだ。事実 、「バ ウハ ウスの理念 と組織」 の最後 では 、
大切 なの は、生活 、環境 の全体 なのだ とい って いる。 こうい う点 をみて も、
グロピゥスの思想 が、欠陥 を持 ちなが らも、か な り柔軟 なもの であ った こと
が知 られ るだろ う。(図表2)
(18)1919年10月から24年春まで、まる四年間に、526名がバウハウスに学んだ。これは、本課程の
学生数である(BD'L-83)。このうち、建築課程にまで進み得たのは、数名であったと推定
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される。
(19)ホルンの家は、実施された唯一の例である。 「バウハウスの'k験住宅」及びムツへ 「視点」
(1961年)参照。
1923年の シス テムでは、工房 での教育 が中心 をな して いる。 それは、図 表
5の 一学生 の時 間表 をみ て もわかろ う。 この工房 中心 の教育活動 は、前述 し
た よ うに、バ ゥハ ウス教育 の もっと も大 きな特色 であ る。工房教育 といって
も、 それ は単 な る実験室教育 、実習室教育 では な く、かつ ての徒弟教 育 にみ
られた よ うな生 産現 場 での実地 訓練 を意味 す る生産工房教 育で あろ うと した
(20)
こ と、 また それが イ7テ ン事 件 を経 て確立 された ことは、先の発表 でふれ た
ところで あ る.従 って、 工房教育 の起源 は、マ,レドナ_ド のい うよ う陛}、ケ
ル シ ェ ン シ ュ タ イ ナ ー の 労 作 学 校 、 モ ン テ ソ リの 行 動 主 義 学 校 、 あ る い は デ
ュ ー イ の 実 験 室 学 校 な ど に 求 め ら れ る で あ ろ う が 、 公 民 教 育 、 つ ま り 卒 業 後
直 ち に 一 般 社 会 人 と な る た め の 教 育 と は ち が っ て 、バ ウ ハ ウ ス は 専 門 技 術 者 、
と く に 新 し い タ イ プ の 社 会 的 芸 術 家 を 養 成 す る専 門 職 業 学 校 で あ る と い う点
(22)
で は 、 若 干 目 的 を異 に して い る と い わ な け れ ば な ら な い 。 たf、 専 門 職 業 人
と は い っ て も 、 そ れ は あ く ま で 一 般 社 会 人 に 対 し て で あ っ て 、 こ の 点 を 除 け
ば 、 最 初 の 宣 言 に の べ ら れ て い る よ う に 、 バ ウ ハ ウ ス は 、 専 門 芸 術 家 を 養 成
す る の で は な く 、 あ ら ゆ る共 同 体 の 産 物 の 造 形 面 に携 わ れ る造 形 家 、 っ ま り
デ ザ イ ナ ー を養 成 す る こ と を 目 的 と した の で あ っ た 。
⑳ パチ トノブは、バウハ ウスの 二房 は実験 室であ り、バ ウハ ウズ全体 は住宅.k験セ ンターだ と
いっているが(前 掲 誇)、や ・不十分 であ る。この点 では、 アルガンの方 が正 しい。彼 によれ
ば、バウハ ウスは、教育方法 と生産組織 を完4こに統 一す るような、 小 さくはあるが、完全 な
社 会組織 であ る。(アル ガン 「グロ ピゥス とバウハ ゥス」1951fl⇒
(21)トーマ ス ・マ ル ドナー ド 「新 しい1二業観 とデザ イナー教育 」1958年ブ リュッセ ル万国博 会議
での講演(ス ティー レ ・イン ドゥス トリア1959年第20%;)
f22)バウハ ウスの 中でも、予備課程 と本課程 とでは、や はり相違 があ って 、予備課程 は、本課程
に くらべ ると、一般性 が強 い。モホ リーナギはf備 課程 をも担 当 したためで あろ う。 その著
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「材料から建築へ」の序論にはそれが強く主張されている。渡米してからも、「新しい視覚」
「運動の視覚」などの著書、シカゴ・ニュー・バウハウス(1937-一一46)の方針にひきっがれ
た。
ワイマル時代 のバ ウハウスは、一種 の 自由学校 で あ って 、入学 資格 と して
(23)
の制 限 は何 もな かった。従 って、予備課程 の役割 は かな り重要 で、それか ら
本課程 へ進 めな い者 もかな りいた よ うであ る。本課穫 の中で も、建築課程 へ
進 めた者 は、きわめて少 なかった よ うで、プロイヤ ー、 バ イヤー 、モ ルナル、
(24)
フ ォルバ トぐらいで あった。入学 資格 は自由 とは いって も、建 築課程へ進 む
ためには、構 造 力学等工学的 な学科 を学べ る,だけの能 力 をもって いな くては
ならないから、中等学校以上の学力が要求されるのは当然で謬.そ れにも
かかわ らず 、そ うい うことが何 ら明記 されていない とい うことは 、教育 の機
会均等 とい う原則 のほ かに、一つ の含み が持 たせ られ ていたので ある。 それ
は 、1916年1月に、ザ クセ ン大公 内閣の要請 によ って 、 グロピウスが提 出 し
(26)た提案
にのべ られ てい るよ うな、現場労働 者 を再教育 す るとい うことで ある。
だ か らこ そ、入学資格 に学歴 や年齢 の点で制約が ないので ある し、入学者の
経済 状態 まで心配 してや って いるわけで ある。事実 、先の プロ イヤーは最初
家具 屋 に弟子 入 りしてい る し、バ イヤーは建 築事 務所 にっ とめてい る。た ・"、
なぜ再教育 とい う目的 が明記 され なか ったか にっ いての確 証は ないが、.'現在
も ドイツの ニ ュー ・バ ウハウス といわれ るウルム造形大学 が、 そ うい う建 前
をとって い るこ とを考 えあわせ ると、 バ ウハ ウス では、 それは教育 の機 会均
等 とい う原則 か ら含 み にとどめ られた ものと思 われ る。 この点 に関 して、ア
ルガ ンは、 グロ ピウスが専 らや ろ うと したのは、大衆 の中に入 って行動 し、
大衆 に高 い文化水準 を得 させ るこ とで はな く、企 業経営者 の転 落 を救 い、彼
らに再 び社会的役割 を与 え、生産組織 を技術 的 に再 建 し、社 会生活 が進 歩す
〔27)
る客 観 的条件 をっ く.りだす ことだ った とい う。 な るほ ど、結果 と しては、企
業経 営者 を救 お うと したのか も しれ ないが、直接 的 には、現場労働 者のエ リ
ー67一
一 トを 養 成 し ょ う と した の で あ る 。
㈱1925年にな って、17才以上、1932年には 、18才以上 、学歴 は問わ ないが、現場 の経験 を持 っ
た者が望ま しいと付 記 された。(BD3)
(24)正確 にはわか らない。作品の写真が記録 されてい る者の 名前 で推 定 した。
(25)教官 と相談 の上、 そのよ うな学科 は、工科大学等へ聴講 にい くこ とになっズいる(「 バ ウハ
ウスの理念 と組織」)。従 って、建築 工房 でも、実習が中心で あったわけで ある。
㈱ 前 回の発表に詳 しくのべた。
(27)前掲 書
2
ワ ィ マ ル か ら デ ッサ ウへ 移 転 し た バ ウ ハ ウ ス は 、 二 人 教 官 制 を廃 止 す る と
と も に 、 ワ イ マ ル 時 代 の5人 の 親 方 見 習 を親 方(教 官)に 昇 格 さ せ 、 工 房 を
再 編 成 す る こ と に よ っ て 、 工 房 活 動 を 軌 道 に の せ た 。2人 教 官 制 を廃 止 した
の は 、技 術 と 造 形 力 の 両 方 を 兼 ね そ な え た 親 方 を 得 た た め と 、予 算 の 大 巾 削 減
の た め で あ る と い わ れ る 。ア ル ベ ル ス 、 プ ロ イ ヤ ー 、 シ ェ ー バ ー 、 バ イ ヤ.一、
シ ュ ミ ッ トの5人 が 親 方 に 採 用 さ れ 、 それ ぞ れ 工 房 の 指 導 を ひ き う け る こ と
(7.$)
に な る。 工 房 の 再 編 成 は 、1926年の 造 形 単 科 大 学 へ の 昇 格 時 に な さ れ た 。 材
料 別 に編 成 さ れ て い た ワ イ マ ル 時 代 の 工 房 は 、 機 能 別 に 次 の よ う に 再 編 成 さ
れ た 。
建 築 科
佗9)建 設
:建 設(グ ロ ピ ウ ス)
室 内 装 備:家 具(プ ロ イ ヤ ー)
金 工(モ ホ リ ー ナ ギ)
壁 画(シi一 パ ー)
織揚(ム 。へ)
広 告科:印 刷(バ イヤー)
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演劇科:演 劇(シ ュ レンマー)
自由美術科:彫 刻(シ ュ ミッ ト)
ク レー教室
カ ンデ ィンスキー教室
このほか に、予備課程 が あるが、 これは基礎 課程 と して、 アルベ ルスの うけ
もつ前期 と、 モホ リーナ ギの うけもつ後期 に分 かれた。
rya)現在ウルム造形大学も、この名称をひきついでいる。
(29)建設、織物の工房は、1927年に、それぞれ、マイヤー、シュテルツルに代った。シュテルツ
ルも、ワイマルli;r代の親方見習から採用された1人である。
工房 の再編 成 が、予備 課程 や生産工房 の性格 に も大 きな意味 を もっ ことは、
先の発表 でふ れた。教育機 関 と して は、制度 上 か らの本 質的 な変 更 はない。
た ・"、大学昇格 につ いて少 しふれ る必要 が ある。大学 と して承認 され た こと
によ って、デ ッサ ウ市 の監督 か らア ンハル ト州 の監督 の下 におかれ るよ うに
な 。ただ けで はな(3°)、学内的 には、職 人、親 方 とい。た呼称 が、学生 、教授
とい った普通 の呼称 に変 わ り、学期制 が採用 され、教科 の時 間配 分が細 かに
決め られ るな ど、本来の学校 的 な色彩 が濃好 になった。 この ような傾 向 は、
ウ ィングラーの い うよ うに、同 じ建物 に同居 していたデ ッサ ウ市立工芸 学校
との区別 を明確 にす るためではあ魂 が、それは同時に、学内的には、有限
会社 バ ウハ ウス を設立 して、生産工房 の性 格 を生産 実験工房 と して明確 にす
るとい う処置 とな らぶ、組織 の再編 成 とい う一 連の傾向 で もあ ったので あ る、
こ うい う処置 に対す る要望 は、恐 ら く監督 官庁 筋 か ら出た にちが いないが、
学校的 な色彩 は 、当然工房 中心の経営 に大 き くブ レーキ をかけることに なっ
た とい って よい。(図表3)
(30)ワイマル時代は、テユーリンゲン州の管理rにあったから、普通にいわれている国立バウハ
ウスは、正確には州立バウハウスといった方がよい。
(鋤ワイマルからデッサウへ移転する峙、市の工芸学校と合併する話もあったが、前例にこりて
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成立しなかった。しかし、市の費用で新築された校舎の北翼には1二芸学校が同居し、一:,r>の
教官の間では交流があったようだ。(BD3)
遠
それに もか ・わ らず、デ ッサ ウ時代 の工 房活動 の様子 は、生産実験 の面 で
も、教育 の面 で も、 ワイマル時 代 か ら脱皮 した感 があ る。何 よ りもそれは、
教官陣の刷新 に よつて促進 された とい える。 イッテ ンの予備 課程 とアルベ ル
ス、モホ リーナギの基礎 課程 を例 にとろ う。 イッテ ンの予備課程 の 目的 は、
(1)学生の創造 力 を解 放 し、(2)将来、職 業選択 にも役 だっよ う、 自然材 の
本 質 を理 解 させ 、(3)将来、芸術 的表現に も役立 っ よ うに、造形 の基 本法則
を教 えることであ った。一 方、 アルベ ルス、モ ホ リーナ ギの基礎 課程 の 目的
は、(1)いろ いろな材 料 と道具 に馴れ させ(基礎 工作教育)、(2)いろい ろな
方法 で、 自然 を研 究 させ 、造形 の基本要素 と造形方法 を学ばせ(基 礎 造形 教
育)、(3)造形 に必要 な数学 、力学、物理学 、化学 を学ばせ る(科学教育)こ
とで ある。 この限 りで は、前 者の(2×3)と後 者の(1×2)とは、あ ま り違 わない よ
うに見 えるが 、実際は まった く異 。た もの であ っX32)。
(32)基礎課程の参考図刪よ次のとおり。イッテン「バウハウスにおける私のYUiil程」、モホリー
ナギ「材料から建築へJ、ロータース「バウハウスの画家たち」(1965年)、BD1,BD2,BD3。
イ ッテ ンが行 った指導 は 、(1)造形 の基礎 で あ る明暗の対比 を教 える こと、
(2)構成 的な色彩 学 を教 えること、(3)いろ いろな 自然材 料の特徴 を精 密 に
描 写 させ た り、持 ちあわせ の材 料 を貼 りっめて触覚 や感 受性 を養 うこ と(自
然研 究)、(4)いろ いろな材 料 を立体的 に組立 ること(構成)、(5>円、三 角形 、
四 角形 、球 、円柱 、立体等 の基 本要 素 によ る組立 て(構成)、⑥ 昔 の 巨匠の
作 品 を主観 的 に分析 す ること、⑦ 手の 自然 な動 きによ る描写 などで あ る。
しか も、実習前 に、柔 軟体操や深呼 吸 をさせ た り、菜食 を強 いた り、 とにか
くイ ッテ ンの教 えぶ りは大 いに変 っていた らしく、 その神秘性 に魅 かれ た女
子 学生 は多か った とい う。学生の作 品 を見て も、感情 をこめて描 いた作品 が
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多 い。 イ ッテ ンは、制作 にか ・る態 度 、気 分及 びその表現 に重点 をお いて指
導 したのであ った。→ 方、 アルベ ルスや モホ リーナギは、 この よ うな個 人的
感 情 とい った もの を完 全 に排 除 して しま う。基礎 工作 担当の アルベルスの指
導 の重心 は、立体 では材 料 とその加工道具 の経済性 に、平面 では視覚 的効 果、
と くに錯 覚 にお かれ る。(1)いろいろな材 料 、と くに紙 や アル ミ板 を、切 る、
折 る、曲げ るといった簡単 な加工法 によ って、 で きるだ け多様 な視覚 的性 質
を達成 させ ること、時 には立体 をも構成 させ るこ と、(2)平面上 に、同 じ形
を くりか え した り、重 ねた り、ず らした りして、いろ いろな視 覚効果 、 こと
....._..(33)
に3次 兀 の錯 覚 を達成 させ ることといった課 題 を通 じて、材料節約 と労働 節
約 とい う二 っの原則 を学ばせたので あ る。 この原則 は、 いいかえ ると、最小
の材料 、最小 の加工量 によって、最火 の効果 を達 することといえるが 、これが 、こ
の時期 の生産 工房 の原則 とも共 通性 を もって いるこ とは、先の発 表で ふれた
とお りである。 いずれ にせ よ、 ここには個 人的 な感情 の入 る余地 はない。彼
は、 こ うい う意 味の個 人主 義は学校 とは無 関係 だ といい きって いる。 なぜ な
ら、学校の使 命は、個 人を社 会 と関係 させ ることだか らとい う。基礎 造形担
当のモホ リーナギは、(・)いろ いろ なホオ料 の麺 的 な特髄 、例 えぼ触覚 に
よ って知 るこ と、(2)一木 、金属 、ガ ラス な どの材 料 を斜 めにっ りあ うよ うに
構 成す ること、これに よって空 間構 成 を理解 させ ることな ど、明 らか に指導
の重心 を、形 態 において、彼独 自の素材 十道具 十機能 とい う生体 工学的 な原
理 を学 ばせて い る。 そ して 、彼 の空 間構 成 に もまた、個 人の感情 の入 る余地
はな く、無 機的 な均衡感 覚のみ が感受 され るので ある。先 に少 しふれ たよ う
に、材料研 究、造形 の基本法則 、構 成 といったこ とばの点 では、 ワイマ ル時
代 か らデ ッサ ウ蒔代 への教育体系上 の変 化は ない。 それ にもか ・わ らず 、指
導 教官 の交 替 によって、指導内容 はまった く変 って いる点 は注意 して しかる
べ きで あろ う。バ ウハ ウス ・システム をとるとい うことと、 それ が ど う指導
され るか とい うこととは、決 して同一視 されて はな らないので ある。
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㈹ この 点 で 、彼 が オ ッ プ ・アー トの 先 駆 者 に擬 せ られ て い る こ とは 、 周 知 の とお りで あ る。
(39)ストラ ク チ ュア 、 テ ク スチ ュ ア、 フ ァ ク チ ュ アの3つ の概 念 を使 い わ けて い る。構 造 をす な
お に 表 わ した 表 面 を テ ク スチ ュ ア、 構 造 と は無 関 係 な 表 面 を フ ァ クチ ュ ア と い う。
3
1928年に .グ ロ ピウス、モホ リーナ ギ、バ イヤ ー、 プロイヤーが そろ って
辞任 し、代 って、 ヒルベ ルス アイマー、ペ マ ター ハ ンス、 ア ル ント た ちが
着任 したこ とは、バ ウハ ウスの活動 に大 きな変動 をもた らさず にはい なかっ
た。後任学長 マ イヤ ーは、 まず教官陣 を整備 す る必要が あったが、予算 の都
合で容易 では な く、科 学的 な造形 大学 に した い とい う計画 は急 には実 現 しな
かった。1928年～29年、29年～30年の工房 の指導 者は次の とお りであ る。
基礎課程:ア ルベ ルス、 ク レー、 カンデ ィンスキー 、シ ュレンマー、 シ ュ
織物:シ ュテルツル ミッ ト
壁画:ア ル ン ト
広告:シ ュ ミッ ト
写真:ペ ー ターハ ンス
家具 ・金属:ア ルベ ルス、アル ン ト
演劇:シ ュ レンマ ー
建 築:マ イヤー、 ヒルベルス アイマ ー
ク レー 、カ ンデ ィンスキーの絵 画教室 、
1929年には、シ ュレンマー が辞任
し、工房 は閉鎖 され てい る。新任の うち、 アル ン トは ワイマル時 代のバ ウハ
ウス出身 であ るか ら、ペー ターハ ンス、 ヒルベ ルス アイマーだけが、 ま った
く関係 がなか ったこ とに なる。 しか し、写真 のペ ー ターハ ンスは、広告工房
と協力 して、広告 、宣伝 写真 の制作 に務 めた よ うだ し、建 築科 は 、マ イヤ ー
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の指導 の下 でよ くまとまっていたよ うで あるか ら、工房 活動 の上 で特 に大 き
な変 革が ないよ うに思 われ るが、事実はそ うではなかった のであ る。実際 には、
工房 は ます ます生産 共同体 と しての傾 向 を強 め、教 育活動 も、実験 では な く
て、現場 訓練の傾 向が強 くなってい る。従 って、強 力 な個 人的指導 者 よ りも、
多 くの実力 をも った現場 の職 工指導 者の方が重視 された。教育 もブ リガー デ
単位 に なされた ので ある。個 人活動 よ りも、集 団作 業 をとい うわ けで ある。
それ故、 ここで問題 になって くるのは、 ク レーや カ ンデ ィンスキーの絵画
教室 の存 在価値 であ る。バ ウハ ウス にお ける彼 らの位置 は、は じめ か らかな
_ス テンドグラス0335)り微 妙であ
った 。1923年の工房編 成 によると、 ク レーは焼絵 、カ ンデ ィンス
キーは壁 画の工房 を担当 するこ とに なって い る。彼 らは、 た しか に造形 担 当
の教 官 と して、基 本的 嫻 題 に着 手 した よ うであ る(361f」'、それとは別 に、彼 ら
(37)
独 自の教室 を開 いて、 自分の絵画理 論 を展 開 させて いる。 これ らは、各工房
(38)
共通 の造形 教育 に属 す る選択科 目と して開講 されて いたよ うであ る。 これ に
は、2人 に共通 す る理 由 があ った。 それ はま さ しく、グロ ピウスの考 えで も、
即 ち彼 の時代の バ ウハ ウスの思想 で もあったので ある。バ ウハ ウスは、決 し
て専 門家 を養成 す る機関 ではない。む しろこれ まで専門家 と して教育 されて
きた人に、広 い、総 合的 な視野 を与 えよ うとす るのだ。造形面 では、 それ は
基本要素 を教 え ることで あ る。絵 画 その ものは教 えるこ とはで きず、 この よ
うな基本要素だ けが教 え るこ とがで きる。彼 らの絵 画教室 の 目的は、 ここに
あ ったので ある。従 って、1926年の大学昇格 時 の教 育体系 に、彼 らの絵 画教
室 が、 シュ ミッ トの彫刻工房 と並 んで 、自由美術科 と して独立 した ことは、
最初の 目的 か ら考 えると、一 歩後退 した もの といえる。 しか し、 この時 は ま
だ、それは体系 上だ けの 問題 であ った。 しか し、1928年マ イヤーが学長 に着
任 す る頃 か ら、状 勢 は徐 々に変 って くる。一 っは 、個 人活動 よ り集団作 業 を
とい う観 点 か ら、他 の一 っは、バ ウハ ウスのめ ざす造形 は、芸術 で はな く、
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科 学 であ るとい う観 点 か ら、 自由美術科 は、 む しろ、 別課程 に まわ して し
まお うとい う傾向 がでて く(39)?doさらに、次の ミー ス ・フ。 ン ・デ ル ・・一工
(40)
は、 自由美術 科 を廃 止 しよ うとさえす るに至 るので ある。
(35)クレーは最初、装釘工房、のちには織物工房にも関係した。
(36)その計画を伝える論文は、カンディンスキー 「壁画工房の作業」(1924年)BD33-93
(37)その記録は、 クレー 「教育のスケッチブックJ、「造形的思考J、カンディンスキー「面に
対する点と線」
(38)クレー 「造形的思考」の解説によると、聴講生は、1924年には12名、デッサウ時代でも30数
名であったという。
(39)「1928年の必修造形課程」(BD3-151)
(40)BD3-192
デザ イ ンは科学 で あって、芸術 では ない。建築 は、機能 ×経済 とい う公式
か ら生 まれ ると い うマイヤーの方針 は、建築科 に工学 関係 の学科 をふや し、
基礎課程 を各科 共通 の もの か ら、各科独 自の基礎 教育 に変 える とい う傾 向 を
促進 させ た。建 築科 は、建築 だけ を建 て るので はな く、生活過程 全体 の造形
を目的 にす るとはい うものの 、建 築 をたて るた めの 工学関係 の学科 が ふ え、
講義が多 くなった。 また造形過程 を科学 的 に処理す る方向 で、心理 学 、生理
学、社会学 を開講 してい ることも注 目され る。 この よ うな科 学化、専 門化 の傾
向 は、基礎課 程 に も反映 し、すで に1928年の基礎課 程 は、工作教育 の アルベ
ルス、平 面基本 造形 のク レー、 カ ンデ ィンスキー、モ デル ・デ ッサ ンのシ ュ
レンマー、 レタ リングの シュ ミッ トの5人 が受 けもって い るが、 それ ぞれが
専 門 を担 当 して い るといえよ う。これを裏 書 きす るかの よ うに、1930年には、
左翼 の学生 が、予備課程 を解消 して、最初 か ら工房学期 を始 め よ、 ア ルベ ル
スや カ ンデ ィンスキーの担 当科 目は、選択 にせ よ と要求 して いる。こ うして、
マ イヤー時代 のバ ウハ ウスの教 育は、 その体系 は同 じであ りなが ら も、 グロ
ピウス時代 の教育 とは非 常 にちが ったもの にな った とい える。その理 由は、
や は り自由美術科 の動 向 に現 われて いるよ うに、芸術 か ら科学 へ とい う理 念
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的変化 に求 め られ るの であ る。 しかも、 この問題 は、現代 に もなお新 しいも
ので あ。て、例 えばウルム造形 大学 の変イ七にも端 的にあらわれているので あ(41)o
(41)マックス ・、ビルの辞任、共通基礎課程の廃止などであるが、これは別に論じたい。
4
ミース ・フ ァ ン ・デ ル ・ローエ の時代 のバ ウハ ウスは、生産 工房 の活動 を
中止 し、 ま った く普通 の建築工科大学 にな った といって よい。教 育面 では、
マ イヤー時代 の傾 向が さ らに進 んだわけであ る。っ ま り、バ ウハ ウス独 自の
教育 は、 こ こにまった くな くなって しま ったので あ る。生産共 同体 の 中での
教育 も、生産 共 同体 の消 滅 と ともに、姿 を消 さ ざるを得 なか った。結果 的に
みれば、バ ウハ ウス はや は り専 門教育 に終始 した ので あって、 そ うい う点で
はマ イヤー の科 学 的 なデザ イ ン教育へ の展 開 とい うもの は、 きわめて当然 と
考 え られ る。現 に ウルム造形 大学 な どもこの方向 に進 みっ っ ある。 しか し、
社会 にお け るデザ イ ンの あ りかた をみれば、 この よ うなデザ イ・ン技術 者 を養
成す るだけでは不十 分 であって、 グロ ピウス な どがめ ざ した総 合的視野 の人
間 こそ必要 なの であ り、 その点で、 グロ ピウスの提 出 し、答 えよ うと した問
題 は、現在 もなお耒 解決 だ とい わなければ な らない。 これ は、専門教育 か一
般教 養教育 か とい う、 もっ と普遍 的 な問題 と して 、他 の分 野 とも関係 す る教
育問題の一 つ なので あ る。
また、以 上の よ うに、教育 活動 をその展 開の 中に と らえることによ って、
バ ウハ ウスの教育 と一 口でい えるものが あるの か、疑 わ しくなって くるだ ろ
う。 ある人 は、 ワイマ ル時代 の それ、 また あ る人 は、 マイヤー時代 の それ を
考 えて、バ ウハ ウス を云 々 して いるのが現状 だ とい ってよ い。 しか し、確 か
(42)
なことは、 グロ ピウス の提 出 した問題 、 及 び その解 決 と して、 グロ ピウス'
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図表1教 育 システ ム'の展 開
1919年 1921年 1923年
開校時 グロピウス ワイマル時代の集大成
教 1.手 工芸 によ る訓練 1.手 工芸 に よる教育 1.工 作 教 育
■
育 2.線 画 ・着 色画 によ る教 育 z.造 形 教 育 (材料別による)
の
範
3.科学的理論的教育 3,補 足 教 育
2.造 形 教 育
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囲 3.建 築 教 育
履 1.徒 弟 課 程 1.徒 弟課 程 去{ト 1.予備課程 参年(徒 弟)
■
修 z.職 人 課 程 2.職 人課程 2.工 房課程3年(職 人)
課
程
3.親方見習課程 3。親方見習課程 3.建築課程
特に定めない
1.建 築 1.建 築 1.予備課程の工房
工
房
2.絵 画 2.絵 .画
2.工房課程
石 彫 木 彫
・ 3.彫 刻 3.彫 刻 家 具 金 工
専 陶 器 ・ 焼 絵
攻 4.工 芸 全体 4.工 芸 壁 画 織 物
科 (印刷)
目 3.建 築課程
建築の工房
備 予備課程完成 材料による工房編成
■
考 2人教官制
1925年 1926年 1930年 1932年
デッサウ 開校時 大学昇格時 マ イヤ ー ミースファ ンデルローエ
警 1.造 形 教 育
1 1
の 2.工 作 教 育
齧 3.建 築 教 育
履 1.基 礎 教 育 正.基礎課程1年
.
1.基 礎課 程1学 期
1
1.1学 年(1学 期)
參
里い
伯
き卩 2。 工 芸 教 育 2.本 課 程3年 2.工 房課 程6-7ク 2.2学 年(2学 期)
程 3.建 築 教 育 3.建 築課程1÷ 年 3.建築課程9ウ 3.3学 年(4学 期)
i.基礎教育工房 1.基礎課程工房
■ .
工 2.工 芸教 育 2.本 課程 、()は 工房 名 2.本 課 程 2.2`3学 年
房
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木工 ・金工
壁画 ・織物
腱 築{窒諜 設' (11建築(建築)
② 広告(写真、彫塑、印刷)
〔11建築(内装)
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の それ、マ イヤーの それ とがあ るとい うことで あ る。現在残 されて いる、 も
っと も客観的 な観察 方法 は、 これ らを再 び詳細 にた どって、解釈 しなおす こ
とであ る。現 在の ところ、今 まで軽視 されて いたマ イヤー時代 にも、す ぐれ
た業績 が あ ることが明 らかになってい る。 こ とに、 日本 への影響 を考 え る上
には、 これ は欠 かせ ない。水谷武彦氏 は1927年、口」脇 氏 夫妻 は1930年(冬)
の入学 なの で ある。
(42)ミース ・ファン・デル・ローエがいったバウハウスの理念とは、このことである。BD3-197
この ほか、バ ウハ ウス は、構歳教育 の元祖 と して、日本への影響 は大 きい。
本稿 で は、普 通科教 育 における構成教育 の意 義 につ いてのべ るまでに至 って
いないので、後 日に残 したい。 た ・"、こ ・で も、六 ウハ ウスの構 成教育 とい
うもの はな いの であ って、あるの は、 イ ッテ ン、 アルベ ルス 、モ ホ リー ナギ、
などの それで あ ることを付記 してお きたい。要 は、カ ンデ ィンスキーの いっ
(43)
て いるよ うに、何 を教 えるかではな く、いか に教 えるかとい うことで ある。
・ それ は、人一 人一 人 によって異 るはず であ る。
i93)カンディンスキー 「芸術教育11928年。BD3-154
終 りに、バ ウひ ウスの卒 業者 、入学 者数 を表 に して お く。図 表6。
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図表21923年 の教育体系
図 表3学 期 計 画1926～1927.(BD:5
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図表5研 究 計画1921～22.冬学期.
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